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(57)【要約】
【課題】外窓の屋内側に内窓を一定の間隔をあけて容易
に取り付けることができる建具及び改装サッシの施工方
法を提供すること。
【解決手段】建物の開口部に取り付けられる外窓２と、
外窓２の屋内側に取り付けられる内窓３と、を備える建
具１であって、外窓２の外窓枠１０の屋内側の側面１０
ａに、内窓３に向けて一定の長さで延出する見切り材６
０、７０、８０、９０が配置され、内窓３は、内窓枠４
０の屋外側の側面４０ａを見切り材６０、７０、８０、
９０に当接させた。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建物の開口部に取り付けられる外窓と、
　前記外窓の屋内側に取り付けられる内窓と、を備える建具であって、
　前記外窓の外窓枠の屋内側の側面に、前記内窓に向けて一定の長さで延出する見切り材
が配置され、
　前記内窓は、内窓枠の屋外側の側面を前記見切り材に当接させた、建具。
【請求項２】
　前記外窓の前記外窓枠は、建物の開口部に取り付けられる既設枠と、前記既設枠の内周
側を覆うように取り付けられる新設枠と、を有する改装サッシの窓枠である、請求項１に
記載の建具。
【請求項３】
　前記新設枠の屋内側の側面は、前記既設枠の屋内側の端部よりも屋内側に設けられる、
請求項２に記載の建具。
【請求項４】
　前記見切り材は、前記新設枠の屋内側の側面に当接して配置される、請求項３に記載の
建具。
【請求項５】
　建物の開口部に取り付けられる既設枠と、前記既設枠の内周側を覆うように取り付けら
れる新設枠と、を有する外窓の屋内側に内窓を取り付ける改装サッシの施工方法であって
、
　前記外窓の外窓枠の屋内側の側面に、前記内窓に向けて一定の長さで延出する見切り材
を配置させた後、
　前記外窓の屋内側から、前記内窓の内窓枠の屋外側の側面を前記見切り材に当接させる
、改装サッシの施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建具及び既設の窓を新たな窓に改装する改装サッシの施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、既設の窓を改装する方法として、カバー工法が採用されている。このカバー工法
によって改装された改装サッシでは、建物の開口部に取り付けられた既設枠に対して、そ
の内周側を覆うように新設枠が取り付けられる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　ところで、近年、建物の断熱性能及び防音性能の向上を図るために、窓（外窓）の屋内
側に、更に新たな窓（内窓）を取り付ける要請が高まっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１６－９４７７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　外窓の屋内側に内窓を取り付ける場合、外窓と内窓との間に、両者の干渉を避けるため
の一定の間隔をあける必要がある。例えば、外窓にクレセント錠が取り付けられている場
合、クレセント錠の回転軌跡に対して内窓が干渉しないように、外窓と内窓との間隔をあ
ける必要がある。
【０００６】
　しかし、内窓を施工する際に、窓枠の四周に亘って外窓との間に一定の間隔を保持させ
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て内窓を取り付けることが困難であり、内窓の施工性が悪いという問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は、外窓の屋内側に、外窓に対して一定の間隔をあけて内窓を取り付け
る際の施工性に優れる建具及び改装サッシの施工方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（１）　本発明に係る建具は、建物の開口部に取り付けられる外窓（例えば、後述の外
窓２）と、前記外窓の屋内側に取り付けられる内窓（例えば、後述の内窓３）と、を備え
る建具（例えば、後述の建具１）であって、前記外窓の外窓枠（例えば、後述の外窓枠１
０）の屋内側の側面（例えば、後述の側面１０ａ）に、前記内窓に向けて一定の長さで延
出する見切り材（例えば、後述の見切り材６０、７０、８０、９０）が配置され、前記内
窓は、前記内窓の内窓枠（例えば、後述の内窓枠４０）の屋外側の側面（例えば、後述の
側面４０ａ）を前記見切り材に当接させた。
【０００９】
　（２）　（１）に記載の建具において、前記外窓を構成する前記外窓枠は、建物の開口
部に取り付けられる既設枠（例えば、後述の既設上枠１１０、既設下枠２１０、既設縦枠
３１０、４１０）と、前記既設枠の内周側を覆うように取り付けられる新設枠（例えば、
後述の新設上枠１２０、新設下枠２２０、新設縦枠３２０、４２０）と、を有する改装サ
ッシの窓枠であることが好ましい。
【００１０】
　（３）　（２）に記載の建具において、前記新設枠の屋内側の側面（例えば、後述の側
面１２０ａ、２２０ａ、３２０ａ、４２０ａ）は、前記既設枠の屋内側の端部（例えば、
後述の端部１１０ａ、２１０ａ、３１０ａ、４１０ａ）よりも屋内側に設けられることが
好ましい。
【００１１】
　（４）　（３）に記載の建具において、前記見切り材は、前記新設枠の屋内側の側面に
当接して配置されることが好ましい。
【００１２】
　（５）　本発明に係る改装サッシの施工方法は、建物の開口部に取り付けられる既設枠
（例えば、後述の既設上枠１１０、既設下枠２１０、既設縦枠３１０、４１０）と、前記
既設枠の内周側を覆うように取り付けられる新設枠（例えば、後述の新設上枠１２０、新
設下枠２２０、新設縦枠３２０、４２０）と、を有する外窓（例えば、後述の外窓２）の
屋内側に内窓（例えば、後述の内窓３）を取り付ける改装サッシの施工方法であって、前
記外窓の外窓枠（例えば、後述の外窓枠１０）の屋内側の側面（例えば、後述の側面１０
ａ）に、前記内窓に向けて一定の長さで延出する見切り材（例えば、後述の見切り材６０
、７０、８０、９０）を配置させた後、前記外窓の屋内側から、前記内窓の内窓枠（例え
ば、後述の内窓枠４０）の屋外側の側面（例えば、後述の側面４０ａ）を前記見切り材に
当接させる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、外窓の屋内側に、外窓に対して内窓を一定の間隔をあけて容易に取り付ける
ことができる建具及び改装サッシの施工方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る建具を屋外側から見た正面図である。
【図２】図１に示す建具の縦断面図である。
【図３】図１に示す建具の横断面図である。
【図４】図２に示す建具の上枠部分の拡大縦断面図である。
【図５】図２に示す建具の下枠部分の拡大縦断面図である。
【図６】図３に示す建具の一方の縦枠部分の拡大横断面図である。
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【図７】図３に示す建具の他方の縦枠部分の拡大横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態について、図面を参照して詳しく説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る建具を屋外側から見た正面図であり、図２は、図１
に示す建具の縦断面図であり、図３は、図１に示す建具の横断面図である。図４は、図２
に示す建具の上枠部分の拡大縦断面図であり、図５は、図２に示す建具の下枠部分の拡大
縦断面図である。図６は、図３に示す建具の一方の縦枠部分の拡大横断面図であり、図７
は、図２に示す建具の他方の縦枠部分の拡大横断面図である。
【００１６】
　図１～図３に示すように、本実施形態に示す建具１は、建物の開口部に納められる引違
い窓タイプの建具である。建具１は、建物の開口部の屋外側に配置される外窓２と、建物
の開口部において、外窓２の屋内側に配置される内窓３と、で構成される。外窓２の屋内
側には、建物の開口部の四周を取り囲むように額縁部材４が設けられている。
【００１７】
　なお、本実施形態に示す建具１は、既設の窓を改装した改装サッシである。額縁部材４
は、建物の開口部に設けられる上側部の鴨居４１と、下側部の敷居４２と、縦側部の柱材
４３、４４とで矩形に枠組みされて構成されている。この建具１の施工に際して、鴨居４
１及び敷居４２に設けられる溝４１ａ、４２ａは、予め木材等によって埋められている。
従って、溝４１ａ、４２ａが、後述する内窓３等の取り付けの支障となることはない。
【００１８】
　外窓２は、上枠１００と、下枠２００と、左右一対の縦枠３００、４００により矩形に
枠組みされた外窓枠１０と、この外窓枠１０にスライド可能に納められる引違い用の２枚
の障子２０、２０と、この外窓枠１０において、障子２０、２０の屋外側にスライド可能
に納められる１枚の網戸３０と、を備える。
【００１９】
　各障子２０は、屋外側及び屋内側に配置される２枚のガラス２１、２１と、これら２枚
のガラス２１、２１で挟持されたスペーサ２２と、を備える複層ガラスからなり、優れた
断熱性を有する。
【００２０】
　外窓２は、建物の開口部に取り付けられる既設枠の内周側に新設枠を取り付けることに
よって構成される。先ず、図２、図４に示すように、上枠１００は、既設上枠１１０と、
新設上枠１２０と、上枠ベース材１３０と、を含んで構成される。
【００２１】
　既設上枠１１０は、建物の開口部の屋外側の上側部に取り付けられており、下方に向け
て立設される既設障子用のガイドレール１１１ａ、１１１ｂを有する。既設上枠１１０の
屋内側は、額縁部材４に固定されている。
【００２２】
　新設上枠１２０は、上枠ベース材１３０を間に挟んで、既設上枠１１０の内周側に取り
付けられる。新設上枠１２０は、下方に向けて立設される引違いの２枚の障子２０、２０
用のガイドレール１２１ａ、１２１ｂと、網戸３０用のガイドレール１２１ｃを有する。
ガイドレール１２１ａ、１２１ｂには、障子２０、２０の上端部が係合している。ガイド
レール１２１ｃには、網戸３０の上端部が係合している。
【００２３】
　新設上枠１２０の最も屋内側の側面１２０ａは、既設上枠１１０の最も屋内側の端部１
１０ａよりも屋内側に設けられている。
【００２４】
　上枠ベース材１３０は、既設上枠１１０と新設上枠１２０との間に配置される。上枠ベ
ース材１３０は、既設上枠１１０の長さに比べて十分に短い長さに形成された金属製の板
状部材からなり、上枠ベース材１３０の裏面に設けられるブラケット１３１及び取付けね
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じ１３２によって、既設上枠１１０のガイドレール１１１ａ、１１１ｂに取り付けられる
。上枠ベース材１３０は、既設上枠１１０の長さ方向に間隔をおいて複数取り付けられる
。これにより、各上枠ベース材１３０は、既設上枠１１０の内周側（下側）に、新設上枠
１２０のための略平坦な取付け面を形成する。新設上枠１２０は、この上枠ベース材１３
０の表面（下面）に対して取り付けられる。
【００２５】
　図２、図５に示すように、下枠２００は、既設下枠２１０と、新設下枠２２０と、下枠
ベース材２３０と、を含んで構成される。
【００２６】
　既設下枠２１０は、建物の開口部の屋外側の下側部に取り付けられており、上方に向け
て立設される既設障子用のガイドレール２１１ａ、２１１ｂを有する。既設下枠２１０の
屋内側は、額縁部材４に固定されている。
【００２７】
　新設下枠２２０は、下枠ベース材２３０を間に挟んで、既設下枠２１０の内周側に取り
付けられる。新設下枠２２０は、上方に向けて立設される引違いの２枚の障子２０、２０
のためのガイドレール２２１ａ、２２１ｂと、網戸３０のためのガイドレール２２１ｃを
有する。ガイドレール２２１ａ、２２１ｂには、障子２０、２０の下端部が係合している
。ガイドレール２２１ｃには、網戸３０の下端部が係合している。
【００２８】
　新設下枠２２０の最も屋内側の側面２２０ａは、既設下枠２１０の最も屋内側の端部（
既設下枠２１０のアングル部材の屋内側端部）２１０ａよりも屋内側に設けられている。
【００２９】
　下枠ベース材２３０は、既設下枠２１０と新設下枠２２０との間に配置される。下枠ベ
ース材２３０は、２枚の障子２０、２０の荷重を受けるため、下枠２００の長さ方向に亘
って延びる金属製の板状部材からなる。下枠ベース材２３０の屋外側は、既設下枠２１０
のガイドレール２１１ａ上に載置され、屋内側は、ブラケット２３１及び取付けねじ２３
２によってガイドレール２１１ｂに取り付けられている。これにより、下枠ベース材２３
０は、既設下枠２１０の内周側（上側）に、新設下枠２２０のための略平坦な取付け面を
形成する。新設下枠２２０は、この下枠ベース材２３０の表面（上面）に対して取り付け
られる。
【００３０】
　図２、図６、図７に示すように、左右の縦枠３００、４００は、既設縦枠３１０、４１
０と、新設縦枠３２０、４２０と、縦枠ベース材３３０、４３０と、を含んで構成される
。
　既設縦枠３１０、４１０は、建物の開口部の屋外側の左右縦側部にそれぞれ取り付けら
れている。既設縦枠３１０、４１０の屋内側は、額縁部材４に固定されている。
　新設縦枠３２０、４２０は、縦枠ベース材３３０、４３０を間に挟んで、既設縦枠３１
０、４１０の内周側に取り付けられる。
【００３１】
　新設縦枠３２０、４２０の最も屋内側の側面３２０ａ、４２０ａは、既設縦枠３１０の
最も屋内側の端部３１０ａ、４１０ａよりも屋内側に設けられている。
【００３２】
　縦枠ベース材３３０、４３０は、既設縦枠３１０、４１０と新設縦枠３２０、４２０と
の間に配置される。縦枠ベース材３３０、４３０は、それぞれ新設縦枠３２０、４２０の
長さに比べて十分に短い長さに形成された金属製の板状部材からなり、既設縦枠３１０、
４１０の内周側に、ブラケット３３１、４３１によって取り付けられる。縦枠ベース材３
３０、４３０は、既設縦枠３１０、４１０の長さ方向に間隔をおいて複数取り付けられて
いる。これにより、各縦枠ベース材３３０、４３０は、既設縦枠３１０、４１０の内周側
に、新設縦枠３２０、４２０のための略平坦な取付け面を形成する。新設縦枠３２０、４
２０は、この縦枠ベース材３３０、４３０の表面に対して取り付けられる。
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【００３３】
　以上の構成を備える外窓２の外窓枠１０は、上枠１００、下枠２００及び左右の縦枠３
００、４００により矩形に枠組みされる。これにより、外窓枠１０の新設枠（新設上枠１
２０、新設下枠２２０及び新設縦枠３２０、４２０）は、各ベース材（上枠ベース材１３
０、下枠ベース材２３０、縦枠ベース材３３０、４３０）を介して、既設枠（既設上枠１
１０、既設下枠２１０及び既設縦枠３１０、４１０）の内周側を覆うように取り付けられ
ている。
【００３４】
　本実施形態に示す外窓枠１０において、新設上枠１２０、新設下枠２２０及び新設縦枠
３２０、４２０は、アルミ等の金属材からなるが、これら新設上枠１２０、新設下枠２２
０及び新設縦枠３２０、４２０の屋内側に、それぞれ樹脂アングル部材１５０、２５０、
３５０、４５０を有する。これにより、外窓２は断熱性に優れる。
【００３５】
　樹脂アングル部材１５０、２５０、３５０、４５０は、それぞれ額縁部材４との間に間
隔を有して配置され、樹脂アングル部材１５０、２５０、３５０、４５０と額縁部材４と
の間に、それぞれアングルカバー１５１、２５１、３５１、４５１が装着されている。ま
た、アングルカバー１５１、２５１、３５１、４５１と額縁部材４の内周面との境目は、
断面Ｌ型の見切り材６０、７０、８０、９０によって遮蔽されている。
【００３６】
　図２、図３に示すように、内窓３は、上枠５００と、下枠６００と、左右一対の縦枠７
００、８００により矩形に枠組みされた内窓枠４０と、この内窓枠４０にスライド可能に
納められる引違い用の２枚の障子５０、５０と、を備える。
【００３７】
　上枠５００、下枠６００及び縦枠７００、８００は、額縁部材４の内周面にそれぞれ固
定されている。上枠５００は、下方に向けて立設されるガイドレール５０１ａ、５０１ｂ
を有する。下枠６００は、上方に向けて立設されるガイドレール６０１ａ、６０１ｂを有
する。
【００３８】
　各障子５０は、それぞれ１枚のガラス５１を有する。障子５０の上端部は、上枠５００
のガイドレール５０１ａ、５０１ｂと係合し、障子５０の下端部は、下枠６００のガイド
レール６０１ａ、６０１ｂと係合している。
【００３９】
　ここで、内窓３は、外窓２の屋内側において、外窓２に対して一定の間隔をあけて額縁
部材４の内周面に取り付けられる。外窓２と内窓３との間隔は、見切り材６０、７０、８
０、９０の幅（屋内外方向の長さ）によって規定されている。
【００４０】
　具体的には、図４～図７に示すように、見切り材６０、７０、８０、９０は、アングル
カバー１５１、２５１、３５１、４５１に当接する当接部６１、７１、８１、９１と、額
縁部材４の内周面に当接する延出部６２、７２、８２、９２とを有する断面Ｌ型に形成さ
れている。アングルカバー１５１、２５１、３５１、４５１は、新設枠（新設上枠１２０
、新設下枠２２０、新設縦枠３２０、４２０）の屋内側の側面１２０ａ、２２０ａ、３２
０ａ、４２０ａを構成している。従って、見切り材６０、７０、８０、９０は、新設枠の
屋内側の側面１２０ａ、２２０ａ、３２０ａ、４２０ａに当接して配置される。
【００４１】
　各延出部６２、７２、８２、９２は、額縁部材４の内周面に沿って屋内方向に同一の延
出長さＢを有し、取付けねじ６３、７３、８３、９３によって額縁部材４の内周面に固定
されている。内窓３は、内窓枠４０の屋外側の側面４０ａを延出部６２、７２、８２、９
２の先端に屋内側から当接させて、額縁部材４の内周面に取り付けられている。
【００４２】
　これにより、内窓３は、外窓２に対して、四周に亘って見切り材６０、７０、８０、９
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０の幅、具体的には延出部６２、７２、８２、９２の幅（屋内外方向の長さ）によって規
定される一定の間隔（延出長さＢ）をあけて取り付けられる。この延出部６２、７２、８
２、９２の延出長さＢは、内窓３が外窓２に対して、外窓２のクレセント錠（図示せず）
の回転軌跡Ａ（図２参照）と干渉しないように離間し得る長さに設定される。このため、
内窓３を、見切り材６０、７０、８０、９０の各延出部６２、７２、８２、９２の先端に
当接させるだけで、外窓２の屋内側に、外窓２（外窓２のクレセント錠）と干渉しない一
定の間隔（延出長さＢ）をあけて内窓３を容易に取り付けることができる。
【００４３】
　しかも、このように、本実施形態の見切り材６０、７０、８０、９０は、本来の見切り
材としての機能に加えて、外窓２と内窓３との間の間隔を一定に規定及び保持する間隔保
持部材としても機能するため、見切り材と別途の間隔保持部材を設ける必要がなく、建具
１の構造を簡素化できる。
【００４４】
　更に、見切り材６０、７０、８０、９０は、外窓枠１０と別体であるため、建物の開口
部の形状、構造等に応じて、延出部６２、７２、８２、９２の延出長さＢが異なる見切り
材６０、７０、８０、９０を選択して使用することにより、外窓２と内窓３との間隔を任
意の一定間隔に容易に規定することができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、新設枠（新設上枠１２０、新設下枠２２０、新設縦枠３２０、
４２０）の屋内側の側面１２０ａ、２２０ａ、３２０ａ、４２０ａは、既設枠（既設上枠
１１０、既設下枠２１０、既設縦枠３１０、４１０）の屋内側の端部１１０ａ、２１０ａ
、３１０ａ、４１０ａよりも屋内側に設けられるので、内窓３を取り付けるスペースが小
さくなる。その結果、内窓３を外窓２に近接させて設置する必要がある。しかし、内窓枠
４０の屋外側の側面４０ａを見切り材６０、７０、８０、９０に当接させるだけで、内窓
３を、外窓２と干渉しない一定の間隔をあけて容易に取り付けることができる。
【００４６】
　既設の窓を建具１（改装サッシ）に改装する場合は、既設枠に新設枠を取り付けて外窓
２を構成した後、その外窓２の外窓枠１０の屋内側の側面１０ａ（アングルカバー１５１
、２５１、３５１、４５１の屋内側の面）に見切り材６０、７０、８０、９０を当接させ
て取り付ける。次いで、外窓２の屋内側から、額縁部材４の内周に内窓３を挿入させ、内
窓枠４０の屋外側の側面４０ａを、見切り材６０、７０、８０、９０の延出部６２、７２
、８２，９２の先端部に当接させることにより、内窓３を額縁部材４の内周面に取り付け
る。これにより、外窓２の屋内側に、外窓２に対して内窓３を一定の間隔をあけて容易に
取り付けることができる。
【００４７】
　なお、本実施形態では、見切り材６０、７０、８０、９０は四周に亘って設けられてい
るが、見切り材６０、７０、８０、９０は、必ずしも四周に亘って設けられていなくても
よい。見切り材は、例えば左右の縦側の見切り材８０、９０だけであってもよい。
【００４８】
　また、本実施形態では、建具１の外窓２が既設の窓を改装した改装サッシであり、その
内側に新たに内窓３を取り付ける場合について説明したが、以上のように、内窓３が外窓
２の屋内側に一定の間隔をあけて取り付けられる建具は、建物に新設される建具にも同様
に適用することができる。
【符号の説明】
【００４９】
　１　建具（改装サッシ）
　２　外窓
　３　内窓
　１０　外窓枠
　１０ａ　外窓枠の屋内側の側面
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　４０　内窓枠
　４０ａ　内窓枠の屋外側の側面
　６０、７０、８０、９０　見切り材
　６２、７２、８２、９２　延出部
　１１０　既設上枠（既設枠）
　２１０　既設下枠（既設枠）
　３１０、４１０　既設縦枠（既設枠）
　１２０　新設上枠（新設枠）
　２２０　新設下枠（新設枠）
　３２０、４２０　新設縦枠（新設枠）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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